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函館の地域福祉を考える会

•自己紹介

•会の設立

•設立目的

•活動内容（写真）

•事例発表

• まとめ



自己紹介
•函館の地域福祉を考える会 事務局長

•函館万代町会 会長

•万代町在宅福祉委員会 委員長

•地域福祉コーディネーター など



会の設立
・平成21年5月1日設立

「地域のニーズに応える」多様なあり方

•ふれあい事業の隙間を埋める（在宅福祉事業）

•平均寿命ではなく健康寿命

•核家族化

•終の棲家



設立目的
•福祉活動団体と連携し、若い世代や独居高齢者等
の社会参加を促進することで、

住み慣れた地域で「安心」「安全」にいきいきと暮らせる
まちづくりに貢献すること。



活動内容１
•町会、在宅福祉委員会、ＰＴＡ，ＮＰＯ等との連携・情
報交換

•交流サロンの開催（日常型・イベント型）

•悩み相談（定期相談、特別相談、出張相談）

•高齢者生きがい（菜園、軽運動=カーリンコン、カラオケ等）

•子ども達とのふれあい（世代間交流＝餅つき・節分会、学び
の広場 ）



活動内容２
•研修会（防災、防犯、男女共同参画など）

•サロンまつりの開催

•ＰＲ広報誌の発行

•脳と身体の活性教室 平成28年4月1日

•北星小学校 放課後クラブ 平成28年9月1日

•その他随時企画立案



事例発表
・ＮＨＫフォラム『フォラム認知症新時代いきいきと暮ら
すために～医療・介護・地域の支え合い～』

・南茅部地区『ボランティアの集い』

・『新しい地域支援のあり方を考えるフォラム』

・『函館地域福祉フォラム』

・せたな町=せたな地区・大成地区での介護教室など

















































































































ま とめ
行政が「作る」のではなく、地域住
民の声（困りごと）から動き出し、住
民ができることから手助けしていく、と
いう自然な流れをつぶさないようにどの
ように関わっていくか今後も活動を考
えていきたいと思っています。



ご清聴ありがとう
ございました。


